
2627 生涯学習だより / 18.6

マイ　★★
オピニオン
意見・私見

で
、
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

そ
ん
な
昔
の
家
庭
の
「
縁
側
」
の

よ
う
な
場
所
を
月
に
１
回
で
も
地

域
に
提
供
で
き
れ
ば
と
思
い
、
集

落
サ
ロ
ン
を
始
め
ま
し
た
。

  

私
も
75
歳
。
ま
だ
ま
だ
地
域
で

元
気
に
可
愛
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で

生
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
景
色
の

い
い
所
で
す
。
お
気
軽
に
お
し
ゃ

べ
り
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。 

　

快
晴
に
恵
ま
れ
た
５
月
６
日

㈰
、
柳
原
公
民
館
、
飯
山
市
公

民
館
共
催
に
よ
る
「
春
の
富
倉
峠

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
参
加
者
は
40
人
、
昨
年
に
引

き
続
き
講
師
の
清
水
岩
夫
さ
ん
の

解
説
を
聞
き
な
が
ら
旧
関
屋
集

落
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

雪
解
け
も
す
す
み
新
緑
に
つ
つ

ま
れ
た
峠
道
を
ゆ
っ
く
り
と
登
っ

て
い
く
と
、
イ
カ
リ
ソ
ウ
や
群
生

し
た
ユ
キ
ツ
バ
キ
な
ど
様
々
な
植

物
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

民
宿
の
家
を
改
築
す
る
に
あ
た

り
、
個
人
の
住
宅
で
も
「
集
落
サ

ロ
ン
」
を
開
催
で
き
る
こ
と
を
知

り
、
高
齢
者
の
方
も
参
加
し
や
す

い
よ
う
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
改
築
完

成
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
５
月
14

日
に
瀬
木
の
「
集
落
サ
ロ
ン
」
を

ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

  

過
去
に
民
生
委
員
と
し
て
活
躍

さ
れ
た
二
人
の
方
の
ご
協
力
に
よ

り
、
大
勢
の
方
々
に
参
加
い
た
だ

き
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
際
に
、
普
段
は
な
か
な
か

外
に
出
な
い
93
歳
の
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
か
ら
「
ア
ー
、生
き
て
て
良
か
っ

た
！
皆
で
お
し
ゃ
べ
り
出
来
て
楽

し
か
っ
た
！
」
と
の
嬉
し
い
お
言

葉
に
私
自
身
も
元
気
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
「
集
落
サ
ロ
ン
」
を
始
め
た
理

由
と
し
て
は
、
私
の
母
へ
の
思
い

が
原
点
で
し
た
。
リ
ウ
マ
チ
を
患

い
、40
年
間
不
自
由
な
体
の
母
が
、

い
つ
も
明
る
く
生
き
ら
れ
た
の
は
、

縁
側
に
ま
わ
っ
て
お
し
ゃ
べ
り
し

て
頂
い
た
近
所
の
方
々
の
お
か
げ

前
回
見
る
こ
と
が
で
き
た
ギ
フ

チ
ョ
ウ
は
目
を
凝
ら
し
て
探
し
ま

し
た
が
、
残
念
な
が
ら
姿
を
見
せ

て
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
草
花

だ
け
で
な
く
鳥
の
鳴
き
声
や
地
層

の
解
説
な
ど
を
興
味
深
く
聞
き
な

が
ら
１
時
間
ほ
ど
で
目
的
地
で
あ

る
富
倉
峠
の
掘
割
り
に
着
き
ま
し

た 

。
　

短
い
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
地
元
の
豊
か
な
自
然
を
十

分
に
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
ぜ
ひ

み
な
さ
ん
も
歩
い
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

南
条
専
門
部
員　

今
別
府 

徹  

声
が
響
き
渡
り
、
参
加
者
は
大
い

に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
様
子
で
し

た
。

　

竹
内
氏
は
講
演
中
、
円
滑
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
ス

リ
ー
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
①
『
安

心
感
』、
②
『
信
頼
感
』、
③
『
相

手
の
個
性
に
合
わ
せ
た
接
し
方
』

の
３
点
を
挙
げ
、「
お
互
い
の
共

通
点
探
し
や
、
相
手
の
パ
ー
ソ

ナ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー(

生
い
立
ち
や

人
柄
な
ど)

を
上
手
に
引
き
出
す

こ
と
で
心
の
距
離
が
グ
ッ
と
縮
ま

る
」
と
説
明
。

　

ま
た
子
育
て
に
つ
い
て
は
、
童

話
『
う
さ
ぎ
と
カ
メ
』
を
引
き
合

い
に
出
し
、「
う
さ
ぎ
は
カ
メ(

ラ

イ
バ
ル
・
相
手)

し
か
見
て
い
な

か
っ
た
の
に
対
し
、
カ
メ
は
常
に

ゴ
ー
ル(

な
り
た
い
自
分)

だ
け

を
見
続
け
て
い
た
。
誰
か
と
の
比

較
で
は
な
く
、
本
人
に
と
っ
て
の

『
な
り
た
い
自
分
』
を
引
き
出
し

て
あ
げ
、
実
現
す
る
た
め
に
や
る

べ
き
こ
と
を
示
し
て
あ
げ
れ
ば
、

自
然
と
子
ど
も
の
や
る
気
は
湧
い

て
く
る
」
と
し
、
子
ど
も
を
信
じ

き
っ
て
応
援
し
続
け
る
こ
と
の
大

切
さ
を
熱
く
語
り
か
け
ま
し
た
。

　

５
月
13
日
㈰
、
飯
山
市
公
民

館
と
飯
水
教
育
関
係
者
団
体
と

の
共
催
で
、
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
公

開
講
座『
ス
ト
レ
ス
が
減
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
術
』
を
開
催
し
ま

し
た
。
講
師
に
は
サ
ポ
ー
ト
オ

フ
ィ
ス
ア
ン
代
表
で
坂
城
町
教
育

委
員
で
も
あ
る
竹
内
正
美
氏
を
迎

え
、
会
場
の
文
化
交
流
館
な
ち
ゅ

ら
大
ホ
ー
ル
に
は
、
教
員
・
保
護

者
・
一
般
参
加
者
な
ど
約
３
０
０

名
の
聴
衆
が
詰
め
掛
け
ま
し
た
。

　

講
演
は
演
題
に
も
あ
る
と
お

り
、
席
の
お
隣
さ
ん
や
講
師
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
タ
イ
ム
が

ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
込
ま
れ
た
内
容

で
、
会
場
に
は
終
始
笑
い
声
や
歓

－夏の企画展開催のお知らせ－

「なつかし飯山の暮らし写真展」
 ６月３０日（土）～９月９日（日）

ふるさと館ギャラリー展
「飯山市の弥生遺跡」開催中

　なつかしあの頃にタイムスリップ。今はもう見られ

ない村の日常風景や農作業の様子など、昭和20年～30

年代の飯山の人々の様子を、たくさんの白黒写真や写

真にまつわる昔の道具から振り返ります。

飯山市ふるさと館　☎67-2030

　米作りが始まり「ムラ」に人が定住してゆく「飯山のはじまり」の時代を、小泉

遺跡など弥生時代の遺跡から出土した土器を中心に紹介しています。ぜひご覧くだ

さい。

　このごろ、全国的に文化財の焼失や盗難などが相次いでいます。飯山市内には60を超

える有形の指定文化財や、数多くの未指定文化財があります。飯山の歴史を未来へ伝え

るためにも、日頃から身近の文化財に対する防火・防災の心がけをよろしくお願いしま

す。

（文化財係）

守ろう！飯山の文化財

太田 瀬木　木原 喜美子

ス
ト
レ
ス
が
減
る

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
術

飯
山
雪
国
大
学
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
公
開
講
座

「地域への思い、母への思い」

春
の
富
倉
峠
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

（
開
催
報
告
）
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飯山の文化財

慶応 4 年（1868）に起こった
飯山戦争以来、日々駆り出され
た人足や馬の数を村ごとにまと
めたもの。4月 25 日に旧幕府
軍と新政府軍は飯山城下で戦火
を交えたが、この資料には当日
に多くの農民が飯山城内を出入
りしていたことがうかがえる。
当時の様子を知る上で興味深い
資料といえる。

諸人足遣方取調書上帳
（ふるさと館蔵）

だより

７月８日（日）まで
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9:00 ～14:00

8:30 ～１４:00
7/22 富倉峠ウォーキング

柳原公民館＆飯山市公民館共催

　むか～し、むかし飯山と越後をむすんだ塩の道、そして謙信公も行軍路として通ったと言われる『富倉峠道』。
大人も子どもも、一緒に学習しながら登山！峠にまつわるむかし話を聞きながら、おいしい「とん汁」をいただきましょう。
お友だち、ご近所おさそいのうえ、ご参加ください。

◆場所	 ：	飯山市公民館（集合	８: ３０）※雨天中止
◆持ち物	 ：	とん汁用お椀、箸、昼食、飲物、タオル、雨具、熊よけ鈴、登山に適した服装・靴など。
◆行程	 ：上新田→富倉峠・大将陣→関屋　約 1時間半古道を歩きます。
◆定員	 ：	30 名
◆参加料	 ：	無料
◆募集締切	：	7 月１0日（火）　
◆その他	 ：	小学生以下の場合はできるだけ保護者同伴でお願いします。
◆申込先	 ：	飯山市公民館　☎ 62-3342
	 	（柳原地区の方は、柳原公民館　☎ 62-5562 へお申込みください）

◆場所	 ：飯山市公民館　調理実習室
◆持ち物	 ：エプロン、三角巾
◆定員	 ：１６名
◆講師	 ：国際交流員
◆対象者	 ：飯山市民及び飯山市内にお勤めの方
◆材料費	 ：500円
◆受講料	 ：200円
◆募集締切	：7月 4日（水）　
◆申込先	 ：飯山市公民館　☎ 62-3342

◆集合場所	：	蓮地籍古牧橋下流左岸
◆持ち物	 ：救助用ロープ２０ｍ（新品で丈夫なもの）、いかだを操舵できる道具（オール、スコッ
	 	 プなど最低2本、竹竿は不可）、タオル、着替えなど、履物（ズック靴など濡れても
	 	 よいもの）、絆創膏、消毒液など（いかだ上でケガの応急処置ができるもの）
◆航行区間	：千曲川蓮地籍から柏尾カヌーポートまで
◆参加資格	：安全性を考慮した手作りいかだ（カヌーも可）で参加できる小学生以上の人
	 	 ただし、高校生以下は保護者またはこれに代わる人の同伴が必要です。
◆参加料	 ：大人 1,500 円、高校生以下 500円
◆募集期間	：6月 29日（金）１７：００まで
◆その他	 ：天候や水位により中止することもありますが、参加費は返金しません。
◆申込先	 ：秋津公民館　☎ 62-2330

とんぼの里活性化委員会主催

7:30 ～12:00
7/22 第 22 回「千曲川・川遊び」

◆場所	 ：	いいやま女性センター未来　創作室
◆持ち物	 ：	エプロン、はさみ
◆定員	 ：	10 名
◆講師	 ：	元）日比谷花壇ブライダルフラワーコーディネーター
◆対象者	 ：	飯山市民及び飯山市内にお勤めの方
◆材料費	 ：	１回 2,000 円
◆受講料	 ：	１回　200円
◆募集期間	：	6 月 26日㈫～ 7月 9日㈪　
◆申込先	 ：女性センター未来　☎ 62-0543

7/2０

オーストラリアの真夏のクリスマス

クリスマス・イン・ジュライ
　南半球にあるオーストラリアは夏にクリスマスを祝いますが、伝統的な冬のクリスマスに触れられるよう、7月にも「クリ
スマス・イン・ジュライ」という祭りを祝います。オーストラリアのクリスマスデザートを作って、オージＢＢＱをエンジョ
イして、子供も大人も楽しめるクリスマスゲームを国際交流員とＡＬＴのヘルパーと楽しみしましょう。

10:00 ～１4:00
7/8 日

木島、水の学習 
木島公民館＆飯山市公民館共催

　「木島の水はどこから来るの？」「普段使っている田んぼの水だけど、どうやって使えるようになったんだろう？」木島公民
館と飯山市公民館が、平日に小学校の行事と初めての共催事業です！この機会に、木島の「水」について、小学校の子ども達
と一緒に学んでみませんか。今回は座学のあとに、木島の用水のもとを見て回ります。

◆場所	 ：	木島公民館（集合	9：00）
	 	 ※直接木島公民館へお越しください。交通手段のない方は、申込時にお伝えください。
◆持ち物	 ：	軽食、飲み物、軍手、タオル、雨具、山歩きできる服装など
◆対象者	 ：	飯山市内在住または在勤の方（今回、小学生は木島小学校児童のみとなります。）
◆定員	 ：	20 名（今回、木島小学校４年生と一緒に学びます。）
◆参加料	 ：	無料
◆募集締切	：	7 月 13日（金）　
◆その他	 ：	小雨決行（天候によっては座学のみとなります。）
◆申込先	 ：	飯山市公民館　☎ 62-3342
	 	（木島地区の方は、木島公民館　☎ 62-0555 へお申込みください）

いいやま女性センター未来  くらしのセミナー

13:30 ～１5:00
7/27 ハーバリウム＆フラワーボックス講座

　今、インテリアとして大人気がある「ハーバリウム」とブリザードフラワーを使い、素敵なお部屋小
物として「フラワーボックス」を制作して見ませんか。

金

日

日

金

７月２７日（金）
８月２４日（金）
の2回コースです

清塚信也ピアノリサイタル 2018 
　クラシックピアノニストの枠にとどまらず、作編曲家、俳優など
幅広い活躍を見せる清塚信也。今話題のピアニストによるリサイタ
ルを開催します。

会場：飯山市文化交流館なちゅら ( 大ホール )
開演：15 時 30 分（開場：15 時）
料金：5,000 円【全席指定・税込】 
・先行販売 6 月30日（土）～ 7 月13日（金）
・一般販売 7 月21日（土）～
※予定枚数に達し次第、販売を終了します。
※チケットはお一人様 4 枚までとなります。
※未就学児の入場はご遠慮ください。
チケット・お問合せ　文化交流館なちゅら　☎67-0311

2018年１１月4日(日)



チケット窓口	 ：飯山市文化交流館なちゅら・ホクト文化ホール・ながの東急
	 	 EVENT-NAGANO（インターネット）https://www.event-nagano.net/
チケット問合せ	：	飯山市文化交流館なちゅら　☎ 67-03111
その他問合せ	 ：	コバケンとその仲間たちオーケストラ事務局
	 	 ☎ 03-6804-7981（１０：００～１８：００）時間厳守でお願いします。
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飯山文化交流館 なちゅら（大ホール）

レクチャーコンサート①8/3
（金）

18：00 開演（19：00 終演予定）
オペラソムリエ朝岡聡による解説付きオペラ

コバケンとその仲間たち
オーケストラ in 飯山8/5

（日）

会場
開演

小林 研一郎（指揮）
朝岡 聡（ナビゲーター）、生野やよい（ソプラノ）、
瀬崎明日香（ヴァイオリン）、笛田博昭（テノール）、
藤原功次郎（トロンボーン）

出演

1５：00（開場：１４：００）

全席指定 3,000 円 ３公演セット料金 8,000 円

長野県芸術監督団事業

なちゅら音楽祭 2018

レクチャーコンサート②

（土）
14：00 開演（16：00 終演予定）
リムスキー＝コルサコフ「シェヘラザード」より
第２楽章 及び 第３楽章

8/4

料金

2018
7.14（土）

飯山市文化交流館 なちゅら（大ホール）

昭和２９年 （１９５４） ４月 1 日、山梨県に生まれる。
昭和５１年 （１９７６） 日本大学芸術学部文芸学科を卒業。
コピーライターを経て、
昭和５７年 （１９８２） エッセイ集『ルンルンを買っておうちに帰ろう』を出版。
昭和５９年 （１９８４） 処女小説『星影のステラ』が直木賞候補に選出されたことを機に、
  執筆業に専念。
昭和６０年 （１９８５） 『最終便に間に合えば』『京都まで』により第９４回直木賞を受賞。
平成  7 年 （１９９５） 『白蓮れんれん』により第８回柴田錬三郎賞を受賞。
平成 10 年 （１９９８） 『みんなの秘密』により第３２回吉川英治文学賞を受賞。
平成 12 年 （２０００） 直木賞選考委員に就任。他、数々の文学賞の選考委員を務める。
平成 23 年 （２０１１） レジオン・ドヌール勲章シュヴァリエ受賞。
平成 25 年 （２０１３） 『アスクレピオスの愛人』により第 20 回島清恋愛文学賞を受賞

【著書】
『ミカドの淑女』『女文士』『不機嫌な果実』『着物をめぐる物語』『年下の女友だち』『anego』『アッ
コちゃんの時代』『ウーマンズ･アイランド』『ＲＵＲＩＫＯ』『下流の宴』『本朝金瓶梅』『秘密のスイ
ーツ』『六条御息所源氏がたり』『野心のすすめ』『正妻』『出好き、ネコ好き、私好き』『フェイバリット・
ワン』『STORY OF UJI』『マイストーリー私の物語』『ビューティーキャンプ』『私のスポットライト』『中
島ハルコはまだ懲りてない！』『美女は天下の回りもの』『不倫のオーラ』『我らがパラダイス』『西郷ど
ん！』等。

問合せ先 : 飯山市公民館　☎ 0269-62-3342
公民館ブログ http://blog.goo.ne.jp/iiyama-kouminkan

林 真理子 （作家）

林
真
理
子
氏
講
演
会

13:30 ～（13：00 開場）

飯山市雪国大学文化講演会
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太

田

岡

山

木

島

瑞

穂

常

盤

飯

山

柳

原

秋

津

外

様

滝ノ脇集会所、絵図を見る

◇
飯
山
地
区
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会 

　
６
月
３
日
㈰
早
朝
か
ら
市
内
２

会
場
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
12
字
町
、

15
チ
ー
ム
に
よ
る
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。

優　

勝　

奈
良
沢

準
優
勝　

北
町
A

第
３
位　
上
町

第
３
位　

北
町
B

◇
飯
山
地
区
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

・
日
程　
７
月
22
日
㈰
13
時
か
ら 

・
場
所　

長
峰
ス
ポ
ー
ツ
公
園
マ

レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

了
予
定

詳
細
は
28
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

◇
富
倉
史
跡
め
ぐ
り

　

５
月
27
日
㈰
開
催
。
飯
山
市

公
民
館
と
の
共
催
。
富
倉
13
名
、

市
側
10
名
参
加
。
案
内
人
：
丸
山

勉
さ
ん
（
倉
本
）

　

富
倉
地
区
４
集
落
の
神
社
を

中
心
に
回
り
ま
し
た
。

　

過
疎
化
に
よ
り
日
々
維
持
が
困

難
に
な
り
つ
つ
あ
る
神
社
と
集
落

の
歴
史
を
学
び
ま
し
た
。
滝
ノ
脇

区
長
さ
ん
の
ご
好
意
に
よ
り
同
地

区
の
持
宝
・
往
生
要
集
絵
図
の
観

覧
も
あ
り
、
有
意
義
な
一
日
で
し

た
。

◇
区
民
旅
行

・
日
程　
７
月
22
日
㈰

・
場
所　

富
山
方
面
（
予
定
）

い
屋
根
を
バ
ッ
ク
に
集
合
写
真
を

撮
り
ま
し
た
。
雨
が
降
り
出
す
前

に
ゴ
ー
ル
し
よ
う
と
、
去
年
よ
り

早
い
ペ
ー
ス
で
歩
き
ま
し
た
。

　

整
理
体
操
を
し
、
参
加
者
か
ら

は
「
い
い
運
動
に
な
り
、
楽
し
か

っ
た
。」
と
い
う
声
も
聞
か
れ
、
大

満
足
の
一
日
で
し
た
。

◇
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
・
マ
レ
ッ
ト
ゴ

ル
フ
大
会

・
日
程　
７
月
８
日
㈰
午
前
８
時

30
分
か
ら

・
場
所　

飯
山
市
屋
内
運
動
場
・

長
峰
ス
ポ
ー
ツ
公
園
マ
レ
ッ
ト
ゴ

ル
フ
場

・
問
合
先　

柳
原
公
民
館

☎
62
５
５
６
２

◇
富
倉
峠
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

・
日
程　
７
月
22
日
㈰
午
前
８
時

30
分
（
雨
天
中
止
）
14
時
ご
ろ
終

◇
創
作
体
験
学
習
会

５
月
６
日
㈰
木
島
公
民
館
に
お
い

て
、
中
野
市
の
日
本
土
人
形
資
料

館
職
員
に
よ
る
土
人
形
絵
付
け
体

験
を
行
い
、
参
加
者
は
鮮
や
か
な

色
の
作
品
に
仕
上
げ
て
い
ま
し
た

そ
し
て
、
木
の
枝
や
松
ぼ
っ
く
り

等
を
木
っ
端
な
ど
に
グ
ル
ー
ガ
ン

を
使
っ
て
貼
り
付
け
て
、
昆
虫
や

表
札
等
を
作
る
体
験
で
は
、
個
性

溢
れ
る
独
創
的
な
作
品
が
出
来
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。

◇
瑞
穂
の
郷
再
発
見
塾

「
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

in
柏
尾
峰
」

　

５
月
13
日
㈰
、
瑞
穂
公
民
館

主
催
で
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
師
と

し
て
市
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
お

二
人
に
、
ポ
ー
ル
の
持
ち
方
か
ら

教
わ
り
、
柏
尾
峰
を
一
回
り
す
る

５・８
㎞
を
歩
き
ま
し
た
。

　

小
雨
が
降
っ
た
り
や
ん
だ
り
の

天
気
で
し
た
が
、
老
若
男
女
25
名

で
、
出
発
し
ま
し
た
。

　
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
や
カ
ー
ブ
も
あ

り
、
景
色
も
良
く
、
講
師
の
先
生

か
ら
も
「
と
て
も
よ
い
コ
ー
ス
で

す
」
と
い
う
お
墨
付
き
も
い
た
だ

き
、楽
し
く
歩
き
ま
し
た
。
途
中
、

水
分
補
給
し
た
り
、
法
善
寺
の
赤

・
申
込
方
法　

字
町
公
民
館
か
ら

チ
ラ
シ
を
隣
組
回
覧
し
ま
す

・
申
込
締
切　
７
月
９
日
㈪
ま
で

・
問
合
先　

飯
山
公
民
館

☎
62
３
３
４
２

◇
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
塗
装
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

５
月
26
日
㈯
に
小
学
校
通
学
路

の
グ
リ
ー
ベ
ル
ト
塗
装
作
業
を
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
54
名
の
参
加
が
あ
り
朝

６
時
よ
り
３
５
０
ｍ
を
約
２
時
間

か
け
塗
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◇
運
動
会
・
綱
引
き
大
会

・
日
程　
７
月
１
日
㈰
９
時
か
ら

・
場
所　

秋
津
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
問
合
先　

秋
津
公
民
館

☎
62
２
３
３
０

◇
外
様
公
民
館
長
杯
マ
レ
ッ
ト

ゴ
ル
フ
球
技
大
会

　
５
月
27
日
㈰
、
恒
例
の
マ
レ
ッ

ト
ゴ
ル
フ
球
技
大
会
を
長
峰
ス
ポ

ー
ツ
公
園
で
開
催
し
ま
し
た
。
天

気
に
恵
ま
れ
、
参
加
さ
れ
た
34
人

の
皆
さ
ん
は
そ
れ
ぞ
れ
の
腕
前
を

存
分
に
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。
大
会

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

男
性
の
部

優　

勝　
小
林
和
人
（
中
曽
根
）

準
優
勝　

今
清
水
一
男
（
中
條
）

第
３
位　

服
部　

巌
（
中
條
）

女
性
の
部

優　

勝　
野
上
京
枝
（
顔
戸
）

準
優
勝　

足
立
て
い
（
顔
戸
）

第
３
位　

栗
岩
輝
子
（
顔
戸
）

◇
第
38
回
ク
ラ
ブ
サ
ー
ク
ル
発
表
会

・
日
程　
７
月
１
日
㈰
午
後
２
時

開
演
予
定

・
場
所　

常
盤
公
民
館

　

大
正
琴
、
合
唱
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
、

三
味
線
、
演
劇
な
ど
、
常
盤
地
区

を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
サ
ー
ク

ル
の
皆
さ
ん
の
成
果
が
披
露
さ
れ

ま
す
。
是
非
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

◇
第
12
回
常
盤
地
区
ロ
ー
ド
レ

ー
ス
大
会
開
催
し
ま
し
た
。

　

５
月
27
日
㈰
、
常
盤
保
育
園

周
辺
コ
ー
ス
に
て
第
12
回
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

富

倉

た
。
麗
ら
か
な
陽
気
の
中
総
勢
55

名
の
参
加
を
い
だ
た
き
、
最
後
ま

で
一
生
懸
命
に
走
る
様
子
が
あ
り

大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
参
加

い
た
だ
い
た
選
手
・
役
員
の
皆
さ

ん
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

◇
第
二
回
ふ
れ
あ
い
広
場
桜
植
樹

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
緑
の
村
管

理
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
と
飯
山

商
工
会
議
所
太
田
支
部
と
の
共

催
で
、
５
月
12
日
㈯
に
ふ
れ
あ
い

広
場
（
旧
太
田
小
・
中
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
）
に
桜
（
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
）

の
苗
木
10
本
を
植
樹
し
ま
し
た
。

地
域
で
成
長
を
見
守
っ
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

 

◇
ノ
ル
デ
ィ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講

座
募
集

　

健
康
で
生
き
生
き
と
し
た
生
活

を
す
ご
せ
る
よ
う
に
、
ノ
ル
デ
ィ

ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
い
い
汗
を
か

き
ま
せ
ん
か
。

・
期
日　
７
月
12
日
㈭
午
後
７
時

〜
８
時
30
分

・
場
所　

温
井
多
目
的
交
流
セ
ン

タ
ー
集
合

・
講
師　

飯
山
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員　

田
中 

淳
さ
ん
、
渡
邉 

一

聖
さ
ん

・
定
員　

15
名

・ 

問
合
先　

岡
山
公
民
館☎

69
２
０
１
０

※
お
申
込
み
は
岡
山
活
性
化
セ
ン

タ
ー
へ
７
月
５
日
㈭
ま
で
に
お
願

い
し
ま
す
。

ポ
ー
ル
で
の
ス
ト
レ
ッ
チ
と
正
し

い
歩
き
方
、
ロ
ー
ド
に
で
て
歩
き

ま
す
。

各
戸
へ
配
布
し
ま
し
た
チ
ラ
シ
を

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

興
味
の
あ
る
方
は
、
是
非
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

　今年度最初のギャラリー展として、市内の小中学校や高校等が所蔵して
いる美術工芸品の中から35点を借用展示します。長谷川青澄の日本画や佐
藤武造の漆絵、小野澤健一の木彫作品など、これまで美術館の企画展でも
取り上げてきた郷土ゆかりの作家の作品も多く含まれています。
普段は学校の中にあって目に触れることのない作品ですので、この機会に
是非ご覧ください。

平成30年度ギャラリー展
「学校にある作品あれこれ展」

展示期間 ：7月7日（土）～8月19日（日）

開館時間 ：9時～17時（入館は16時30分まで）
入館料 ：一般300円（市内小中学生は無料）
お問い合わせ ：飯山市美術館　☎62－1501

※月曜日は休館です。ただし、7月16日（月）は開館・7月17日（火）は休館となります。
※7月8日（日）は「奥信濃特産まつり」の開催にともない入館無料です。
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　白髪を染めることに違和感を覚えは
じめた女性たち。そろそろ染めるのを
やめたい。いつやめられるのだろう、
いつやめたらいいのだろう……、あり
のままの自分とは……。
　考えはじめた女性の背中をそっと押
してくれる32人の“染めない”理由。

グ
レ
イ
ヘ
ア
と
い
う
選
択　

主
婦
の
友
社　

編

◇ 図書館カレンダー ◇
7/1 日 10:30 ～おはなしひろば
2 月 休館日
3 火
4 水 移動図書館車③温井 ･秋津
5 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
6 金 移動図書館車④太田 ･富倉
7 土
8 日 10:30 ～ブックスタート
9 月 休館日
10 火
11 水 移動図書館車①北原 ･常盤
12 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
13 金 移動図書館車②今井 ･西大滝
14 土
15 日 10:30 ～おはなしひろば
16 月
17 火 休館日（祝日振替）
18 水 移動図書館車③温井 ･秋津
19 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
20 金 移動図書館車④太田 ･富倉
21 土
22 日 10:30 ～特別版おはなしひろば
23 月 休館日
24 火
25 水 移動図書館車①北原 ･常盤
26 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
27 金 移動図書館車②今井 ･西大滝
28 土
29 日 10:30 ～おはなしひろば
30 月 休館日
31 火

開館時間と休館日
【開館時間】火 ～ 金  9:30 ～ 18:00

土・日・祝    9:30 ～ 17:00
【休 館 日】 月曜（祝日の場合は 翌平日）
　　　　　　年末年始 ･蔵書整理期間等

■の日は休館です。

旬の本・話題の本・意外な本

らいぶらりブックレビュー

◇ 図書館カレンダー ◇

図書館
ニュース

【市立飯山図書館 ☎ 62-1118】

主 婦 の 友 社

趣　
味
・
実　
用

ほ
ど
よ
く
距
離
を
置
き
な
さ
い

湯
川 

久
子

る
る
ぶ
北
海
道　
２
０
１
９

Ｊ
Ｔ
Ｂ
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ

る
る
ぶ
東
北　
２
０
１
９

Ｊ
Ｔ
Ｂ
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ

る
る
ぶ
日
光
那
須　
２
０
１
９

Ｊ
Ｔ
Ｂ
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ

る
る
ぶ
横
浜
中
華
街
み
な
と
み
ら
い　
２
０
１
９

Ｊ
Ｔ
Ｂ
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ

差
が
つ
く
70
歳
か
ら
の
病
気

朝
日
新
聞
出
版

脂
質
異
常
症
が
よ
く
わ
か
る
本

寺
本 

民
生

認
知
症
を
堂
々
と
生
き
る

宮
本 
礼
子

県
都
物
語

西
村 
幸
夫

ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
・
テ
ク
ニ
ッ
ク
ブ
ッ
ク

相
澤 

紀
子

小
さ
い
農
業
で
稼
ぐ
コ
ツ

西
田 

栄
喜

超
図
解
野
菜
の
仕
立
て
方
の
裏
ワ
ザ

『
や
さ
い
畑
』菜
園
ク
ラ
ブ

漆　
１

室
瀬 

和
美

よ　
み　
も　
の

ど
ん
な
こ
と
が
起
こ
っ
て
も
こ
れ
だ
け
は
本
当
だ
、と
い
う
こ
と
。

加
藤 

典
洋

役
に
立
た
な
い
人
生
相
談

佐
藤 

愛
子

浮
世
の
画
家

カ
ズ
オ　
イ
シ
グ
ロ

リ
ラ
荘
殺
人
事
件

鮎
川 

哲
也

雲
の
果

あ
さ
の 

あ
つ
こ

そ
の
話
は
今
日
は
や
め
て
お
き
ま
し
ょ
う

井
上 

荒
野

蕎
麦
、
食
べ
て
い
け
!

江

上 

剛

爆
身

大
沢 

在
昌

新
選
組
の
料
理
人

門
井 

慶
喜

無
暁
の
鈴

西
條 

奈
加

砂
の
家

堂
場 

瞬
一

瑕
疵
借
り

松
岡 

圭
祐

あ
や
か
し
草
紙

宮
部 

み
ゆ
き

大　
活　
字

草
笛
物
語　
１・２

葉

室 

麟

虎
の
城　
上
１
〜
下
４

火
坂 

雅
志

郷　
　
　
土

日
常
生
活
か
ら
ひ
も
と
く
信
州

長
野
県
立
歴
史
館

信
州
須
坂
藩 

堀
直
虎
物
語

掘
直
虎
没
後150

年
祭
実
行
委
員
会

新 着 図 書 案 内飯
山
の
歴
史

飯
山
の
社
会
教
育

秋
津
の
歴
史

木
島
の
歴
史

瑞
穂
の
歴
史

柳
原
の
歴
史

富
倉
の
歴
史

外
様
の
歴
史

常
盤
の
歴
史

太
田
の
歴
史

岡
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

い
い
や
ま

飯
山
の
武
将

飯
山
社
会
教
育

飯
山
の
歴
史

こ
れ
か
ら
飯
山

新
幹
線
と
飯
山

飯
山
に
学
べ

な
ぜ
今
飯
山
か

飯
山
に
住
む

続
飯
山
の
謎

飯
山
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー

小
沼
の
歴
史

飯
山
の
薬
草

小
菅
考
飯
山
の
文
学

飯
山
の
伝
統

飯
山
の
動
物

飯
山
の
歴
史

飯
山
の
自
然

太
田
の
歴
史

飯
山
の
食

外
様
の
歴
史

。
柳
原
の
歴
史

岡
山
の
歴
史

飯
山
の
観
光

常
盤
の
歴
史

富
倉
の
歴
史

秋
津
の
歴
史

瑞
穂
の
歴
史

木
島
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

移動図書館車ゆきつばき号巡回日程表
（平成 30 年 7 月～ 9 月）

１コース 水曜日
北原・常盤方面

２コース 金曜日
今井・西大滝方面

３コース 水曜日
温井・秋津方面

４コース 金曜日
太田・富倉方面

サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
巡
回
時
間

北原コミニティーセンター
10:00 ～ 10:20

今井生活改善センター
10:00 ～ 10:20

温井多目的交流センター
10:00 ～ 10:20

外様地区活性化センター
10:00 ～ 10:20

⬇ ⬇ ⬇ ⬇
戸隠農業生活改善センター
10:30 ～ 10:50

老人ホーム千曲荘
10:25 ～ 10:45

蕨野 ふるさと館
10:30 ～ 10:50

柳沢公会堂
10:30 ～ 10:50

⬇ ⬇ ⬇ ⬇
下水沢公民館
10:55 ～ 11:15

大深みつわや前 ( 旧 JA 倉庫 )
10:50 ～ 11:10

スキー場五荷駐車場
10:55 ～ 11:15

小泉集落センター
11:00 ～ 11:20

⬇ ⬇ ⬇ ⬇
小沼倉科商店前
11:20 ～ 11:40

戸狩コミニティーセンター
11:15 ～ 11:35

顔戸公会堂
11:25 ～ 11:45

A コープみゆき店
11:30 ～ 11:50

⬇ ⬇ ⬇ ⬇

ふっくら工房ふるさと前
13:30 ～ 13:50

西大滝農村研修集会施設
14:20 ～ 14:40

中山根集落センター
13:45 ～ 14:05

富倉地区活性化センター
14:00 ～ 14:20

⬇ ⬇ ⬇ ⬇
坂井多目的集会所
13:55 ～ 14:15

藤沢多目的集会所
14:45 ～ 15:05

上組集落センター
14:15 ～ 14:35

藤ノ木活性化支援センター
14:40 ～ 15:00

⬇ ⬇ ⬇ ⬇
戸那子構造改善センター
14:25 ～ 14:45

桑名川 馬場集会所
15:10 ～ 15:30

深沢農業生活改善センター
14:45 ～ 15:05

笹川公民館
15:10 ～ 15:30

⬇ ⬇ ⬇ ⬇
福島生活改善センター
14:55 ～ 15:15

桑名川 和水研修集会所
15:35 ～ 15:55

新田公会堂
15:10 ～ 15:30

南条農業生活改善センター
15:35 ～ 15:55

⬇ ⬇ ⬇ ⬇
神戸公民館

15:25 ～ 15:45
岡山地区活性化センター
16:00 ～ 16:20

秋津中央区集会所
15:40 ～ 15:55

小佐原農業生活改善センター
16:00 ～ 16:20

⬇ ⬇ ⬇
関沢農業生活改善センター
15:55 ～ 16:15

大久保地域交流センター
16:00 ～ 16:20

曙町 水上団地集会所
16:30 ～ 16:50

⬇ ⬇
常盤小学校

16:25 ～ 16:45
中町地域交流センター
16:25 ～ 16:45

巡
回
日

7 月 11日、25日
8月 08日、22日
9月 05日、19日

7月 13日、27日
8月 10日、24日
9月 07日、21日

7月 04日、18日
8月01日、15日、29日
9月 12日、26日

7月 06日、20日
8月03日、17日、31日
9月 14日、28日

平成 30年 10月以降の巡回日程等は 9月号に掲載予定です。 　
４
月
か
ら
移
動
図
書
館
車
（
ゆ

き
つ
ば
き
号
）
の
巡
回
コ
ー
ス
・

時
間
を
変
更
し
ま
し
た
。

　

新
規
に
41
カ
所
目
と
し
て
Ａ

コ
ー
プ
み
ゆ
き
店
を
追
加
し
ま
し

た
が
、
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
し
た

で
し
ょ
う
か
。

　

ご
意
見
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

運
転
手
、
又
は
図
書
館
ま
で
ご
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

14
日
間
に
わ
た
る
蔵
書
点
検
で

の
休
館
中
、
利
用
者
の
皆
様
に
は

大
変
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
し
た

が
、
職
員
総
動
員
で
の
作
業
を
無

事
終
え
、
６
月
13
日
か
ら
通
常
開

館
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

蔵
書
点
検
で
は
、
約
12
万
点

の
本
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
貼
ら
れ
て
い
る

バ
ー
コ
ー
ド
を
全
て
読
み
取
る
こ

と
で
、
書
棚
の
整
理
や
行
方
不
明

に
な
っ
て
い
る
本
の
捜
索
作
業
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
の
捜
索
作
業
で
は
、
大
き
な

本
の
後
ろ
に
隠
れ
て
い
な
い
か
、

違
う
棚
に
紛
れ
て
い
な
い
か
な

ど
、
何
人
も
の
目
で
チ
ェ
ッ
ク
し
、

館
内
く
ま
な
く
探
し
て
作
業
を
終

了
し
ま
し
た
。

　

と
て
も
残
念
な
こ
と
で
す
が
、

毎
年
多
く
の
本
が
見
つ
か
ら
な
い

ま
ま
と
な
っ
て
ま
す
。
昨
年
は
46

点
、
本
年
は
22
点
と
減
少
し
ま
し

た
。

　

長
い
間
不
明
で
あ
っ
た
本
が
図

書
館
ポ
ス
ト
に
返
却
さ
れ
た
と
き

は
職
員
一
同
「
ほ
っ
」
と
し
ま
す
。

　

も
し
、
ご
自
宅
に
返
し
忘
れ
の

図
書
館
の
本
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

そ
っ
と
図
書
館
ポ
ス
ト
ま
で
ご
返

却
を
お
願
い
し
ま
す
。

蔵
書
整
理
点
検
が

　
　
　
　
　
無
事
終
了
し
ま
し
た

4 ｺｰｽ 11:30 この附近に駐車中

移
動
図
書
館
車
ゆ
き
つ
ば
き
号

　
コ
ー
ス
変
更
　

　
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
し
た
か

携帯電話版

市立飯山図書館 QR コード
図書館カレンダー、図書館からのお知らせ、ご
利用状況、貸出・予約ランキングなどの確認と、
蔵書検索と資料の予約、新刊・新着資料検索、

パスワード変更などができます。　

スマートフォン版

　
国
で
は
、
毎
年
6
月
を
「
食
育

月
間
」
と
定
め
「
食
育
」
を
推
進

し
て
い
ま
す
。｢

食
育｣

と
は
、様
々

な
経
験
を
通
し
て｢

食｣

に
関
す

る
知
識
と
バ
ラ
ン
ス
の
良
い｢

食｣

を
選
択
す
る
力
を
身
に
つ
け
、
健

全
な
食
生
活
を
実
践
で
き
る
力
を

育
む
こ
と
で
す
。

　

今
回
、
図
書
館
で
は
保
健
福
祉

課
と
協
力
し
、｢
食｣
や｢

食
育｣

に
関
連
し
た
資
料
を
集
め
て
み
ま

し
た
。
食
べ
る
こ
と
は
死
ぬ
ま
で

続
く
基
本
的
な
営
み
で
す
の
で｢

食
育｣

は
重
要
で
す
。
ぜ
ひ
、
手

に
取
っ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

図書館入口に設置中

ミ
ニ
テ
ー
マ
コ
ー
ナ
ー
を

　
ご
覧
く
だ
さ
い

　　雑誌が変更・
タイトルが増えました
　本年度から廃刊などによ
り雑誌の見直しをして、下
記の雑誌が追加されました。

・ニナーズ
・ブルータス
・スキーグラフィック
・月刊ゴルフダイジェスト
・日経PC	21
・えいえいGO！
・産直コペル
・プレジデントウーマン
・モノクロ

　購入40冊、寄贈9冊の
合計49冊がございます。
　ちょっと、のぞきにおいで
ください。

　

私
が
写
真
家
星
野
道
夫
さ
ん

を
知
っ
た
の
は
、
ラ
ジ
オ
を
聞
い

て
い
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
本

の
紹
介
が
あ
り
、
ア
ラ
ス
カ
の
自

然
と
動
物
等
の
エ
ッ
セ
イ
が
す
ば

ら
し
い
と
の
説
明
で
し
た
。
私
は

す
ぐ
本
を
求
め
ま
し
た
。

　

大
学
生
の
時
、
一
人
で
ア
ラ
ス

カ
へ
旅
し
ア
ラ
ス
カ
に
魅
せ
ら
れ
、

極
寒
の
地
に
生
息
す
る
動
物
や
原

住
民
族
の
人
々
の
生
活
等
、
何
年

も
通
い
続
け
て
す
ば
ら
し
い
写
真

を
残
し
て
い
ま
す
。

　

写
真
に
添
え
ら
れ
て
い
る
エ
ッ

セ
イ
も
、
作
者
の
人
柄
と
自
然
に

対
す
る
優
し
さ
が
滲
み
出
て
い
て

心
引
か
れ
ま
す
。

　

残
念
な
こ
と
に
若
い
写
真
家
は

43
才
で
、
白
熊
に
襲
わ
れ
命
を
落

と
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

海
の
生
き
物
を
糧
と
し
て
生
き

る
ア
ラ
ス
カ
の
人
々
の
生
活
、
荒

涼
と
し
た
地
に
可
憐
に
咲
き
乱
れ

る
花
々
、
大
平
原
を
悠
然
と
旅

す
る
カ
リ
ブ
ー
の
大
移
動
の
群
れ

等
、
私
は
一
冊
の
写
真
集
に
出
会

え
て
美
し
い
未
知
の
世
界
を
知
り

ま
し
た
。

わ
た
し
の
「
お
す
す
め
本
」

紹
介
し
ま
す

悠
久
の
時
を
旅
す
る　
　

星
野
道
夫

　

木
島
地
区
（
山
岸
）
小
林
千
代
子
さ
ん


